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イネ  

非火山灰土壌

・pHが低くなっています。
・可給態リン酸が富化しています。リン酸肥料は削減または無
施用が可能です。
・交換性加里が不足しています。土壌改良を行い、加里肥料は
標準量（従来型）を施用します。
・交換性石灰は適正です。
・交換性苦土は適正です。
・可給態ケイ酸は適正です。補給型施肥としてケイ酸を30kg/
10a程度施用しましょう。
・遊離酸化鉄が高くなっています。
・石灰苦土比は適正です（6 .0）。
・苦土加里比が高くなっています（7 .3）。バランスに注意しまし
ょう。
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・作土深は10 .00cmで計算しています。
・仮比重は1.00で計算しています。
・土壌図（農研機構：日本土壌イベントリー土壌図、<http s://so il­inventory.rad .naro .g
o.jp />）から土壌の種類を推定できます。
・資材量が300kg/10aを超えるときは、数年かけて計画的に改良しましょう。
・分析値が有効態ケイ酸50㎎ / 100  gを超える場合には50㎎ / 100  g、 遊離酸化鉄6
％ を超える場合には6％ と表示されます。（分析値上限のため）

■可給態リン酸がやや高いことから、この成分を含む肥料と思われる過剰施用の傾向が
見られます。
■左の表は、不足分を補う(土壌改良分)土づくり資材です。(元肥に追加、今回限り)
■なお、ケイ酸は、毎年元肥として(補給型施肥分:ケイ酸成分30kg程度/10a)必要です
ので、鉄分(遊離酸化鉄)が高い場合は｢ケイカル(粒状)｣を100 kg/10 a程度施用しましょ
う。(分析所見を参照の事)
■定期的に土壌診断を実施し、過不足している成分がないか確認しましょう。
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塩化加里
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非火山灰土壌

・pHは適正です。
・可給態リン酸が富化しています。リン酸肥料は削減または無
施用が可能です。
・交換性加里は適正です。加里肥料は標準量（補給型）を施用
します。
・交換性石灰が多くなっています。
・交換性苦土は適正です。
・可給態ケイ酸は適正です。補給型施肥としてケイ酸を30kg/
10a程度施用しましょう。
・遊離酸化鉄は良好です。
・石灰苦土比が高くなっています（6 .3）。バランスに注意しまし
ょう。
・苦土加里比は適正です（3 .6）。
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・作土深は10 .00cmで計算しています。
・仮比重は1.00で計算しています。
・土壌図（農研機構：日本土壌イベントリー土壌図、<http s://so il­inventory.rad .naro .g
o.jp />）から土壌の種類を推定できます。
・資材量が300kg/10aを超えるときは、数年かけて計画的に改良しましょう。
・分析値が有効態ケイ酸50㎎ / 100  gを超える場合には50㎎ / 100  g、 遊離酸化鉄6
％ を超える場合には6％ と表示されます。（分析値上限のため）

■可給態リン酸、交換性石灰が高いことから、これらの成分を含む肥料と思われる過剰
施用の傾向が見られます。
■ケイ酸は、毎年元肥として(補給型施肥分:ケイ酸成分30kg程度/10a)必要ですので、
鉄分(遊離酸化鉄)が高い場合は｢ケイカル(粒状)｣を100kg/10a程度施用しましょう。(分
析所見を参照の事)
■定期的に土壌診断を実施し、過不足している成分がないか確認しましょう。
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